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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
旧
年
中
は
東
教
育
財
団
が
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
教
育
・
文
化
に
関

す
る
事
業
に
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

「
乙
巳
の
変
（
大
化
の
改
新
）」
か
ら

二
十
三
巡
目
の
乙
巳
の
年
（
令
和
七
年
） 

は
足
早
に
六
〇
年
後
の
再
会
を
約
し 

て
、
令
和
八
年
（
丙
午
）
と
交
代
し
ま

し
た
。 

  

  

  

   

  

昨
年
の
、
東
教
育
財
団
に
お
け
る
課
題

は
、
当
財
団
の
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
、
一
〇
億
円
分
の
国
債
の
満
期
償
還
後

の
債
券
の
運
用
、
改
正
公
益
法
人
制
度
へ

の
対
応
の
三
点
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
二
月
五
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
出
口
正
之
氏

に
よ
る
「
公
益
法
人
を
取
り
巻
く
課
題
と

国
内
外
の
助
成
財
団
の
姿
」
と
題
す
る
記

念
講
演
会
と
清
水
明
日
香
氏
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
で
花
を
添
え
ま
し
た
祝
賀
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
会
場
の
正
面
窓
か
ら
の

風
景 

《
吹
雪
を
纏
う
大
阪
城
天
守
閣
の

姿
》 

が
ま
る
で
屏
風
絵
の
よ
う
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ほ
か
、
記
念

事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク 

          
 

 

 

    

を
制
定
し
、式
典
以
降
機
会
が
あ
る
ご
と
に

活
用
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、一
〇
億
円
分
の
国
債
の
満
期
償
還

後
の
運
用
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
六
月
、
リ
ス
ク
分
散
の

観
点
か
ら
償
還
期
間
の
異
な
る
国
債
等
信

用
格
付
け
の
高
い
債
券
を
各
種
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、一
〇
億
円
分
の
国
債
償

還
前
よ
り
も
高
い
収
益
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
運
用
益

増
に
加
え
ま
し
て
、公
益
充
実
資
金
の
取
崩

し
が
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
か
ら
、令
和
八
年
度

に
は
、今
後
あ
る
程
度
の
事
業
助
成
の
増
額

等
「
助
成
事
業
の
あ
り
方
」
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

三
つ
目
の
課
題
は
、昨
年
の
年
頭
の
ご
挨

拶
で
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、「
公
益
社
団

法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
昨
年
四
月
に
改

正
・
施
行
さ
れ
た
「
公
益
法
人
制
度
」
へ
の

対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
法
改
正
に
伴
う

種
々
の
対
応
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
が
、同
時
に
改
め
ら
れ
た
会
計
基
準
に
よ

る
会
計
処
理
へ
の
対
応
に
は
三
年
間
の
猶

予
期
間
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、現
在

事
務
局
に
お
き
ま
し
て
鋭
意
検
討
中
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、成
案
を
得
次
第
皆
様
に
お
諮

り
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

当
財
団
は
設
立
以
来
、
理
事
・
評
議
員
の

皆
様
を
両
輪
の
輪
と
し
て
運
営
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ 

                    

    

の
両
輪
の
動
力
源
の
一
助
と
し
て
の
事

務
局
（
定
款
三
五
条
）
の
存
在
で
す
。

改
正
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
を
は
じ

め
当
財
団
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き

る
の
は
、
理
事
・
評
議
員
の
皆
様
の
ご

尽
力
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
事
務
局
長

は
じ
め
事
務
職
員
の
皆
様
が
、
日
ご
ろ

か
ら
大
阪
府
と
の
折
衝
、
情
報
や
資
料

の
収
集
、
地
域
と
の
連
絡
調
整
等
に
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
お
陰
で
あ
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
で
あ
る
事

務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

今
回
、
財
源
問
題
、
助
成
事
業
の
あ
り

方
、
改
正
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に

つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
当
財
団

を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
、
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
問
題
や
課
題
が
で
て
く
る
で

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
問
題

解
決
や
課
題
克
服
の
た
め
に
皆
様
の
お

力
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

当
財
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
公
益

財
団
法
人
と
い
う
制
度
の
枠
組
み
の
中

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
央
区
内
の
教

育
・
文
化
の
発
展
・
振
興
を
支
え
る
べ

く
、
助
成
事
業
を
展
開
し
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な

る
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご
支
援
の
ほ
ど
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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よ
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伊 

藤  

友 

之 

い

っ

し 

き
の
と
み 

ひ
の
え
う
ま 

ま

と 

【

】 
本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 



 
（２） 

   
東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学
校

教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び
に
、

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
学

校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活

動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
月
九

日
に
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
七
年
度
事

業
実
施
及
び
収
支
中
間
報
告
に
つ
い
て

承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
八
年
度
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
、
広
報
、
募

集
日
程
等
を
決
定
し
ま
し
た
。 

令
和
八
年
度
助
成
事
業
の
募
集
日
程
、

募
集
要
項
に
定
め
る
助
成
対
象
事
業
、
助

成
対
象
団
体
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

令
和
八
年
度
助
成
事
業
の
申
請
受
付

は
、
二
月
十
二
日
（
木
）
か
ら
、
二
月
二

十
七
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

※ 

な
お
、
申
請
の
事
前
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。 

 
 ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

   

  

展
に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独 

自
性
や
特
性
を
持
つ
事
業 

 〇 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業 

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

〇 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成 

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

〇 

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生
徒 

へ
の
日
本
語
等
指
導
事
業 

〇 

姉
妹
校
交
流
事
業 

〇 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
・ 

学
習
・
発
表
事
業 

〇 

校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

〇 
ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材 

の
購
入
・
貸
与
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業
・
・

（
例
：
吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン 

  

サ
ー
ト
） 

    

  

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会 

等
へ
の
参
加
事
業 

〇 

学
校
周
年
記
念
事
業
（
十
周
年
等
特 

  

別
に
実
施
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
は

こ
の
限
り
で
な
い
。 

         

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
  

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業 

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

    

                        

          

                

 

 
 

    

 
 

             

  

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う
社
会
教
育
団

体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体 

 

       

     

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費 

な
お
、
助
成
金
を
助
成
対
象
事
業
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

    

 

 

助
成
対
象
と
な
る
経
費 

学校教育事業助成説明会  

地域文化事業助成説明会  

申
請
受
付
期
間 

助
成
対
象
団
体 

社会教育・生涯学習事業助成説明会  

助
成
対
象
事
業 

令
和
八
年
度
の 

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す 

《
参 

考 

事 

例
》 



   
 

（３）  
 

令
和
八
年
度
予
算
（
三
月
の
理
事
会
・ 

評
議
員
会
で
審
議
予
定
）
で
定
め
ま
す
。 

な
お
、
令
和
七
年
十
月
九
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
の
助
成
基

準
及
び
限
度
額
は
、
令
和
七
年
度
と
同
様

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

所
定
の
「
助
成
申
請
書
」
に
次
の
書
類

を
添
付
し
て
申
請
受
付
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

事
業
計
画
書 

〇 

収
支
予
算
書 

〇 

団
体
の
定
款
・
規
約
等
、
役
員
名
簿
、 

直
近
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
書
（
学

校
教
育
事
業
助
成
は
不
要
） 

〇 

実
施
予
定
の
事
業
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
コ
ピ

ー
等 

 

助
成
金
審
査
会
に
お
い
て
公
正
・
公
平

に
審
査
・
選
考
を
行
い
、
理
事
会
に
お
い

て
最
終
的
に
助
成
先
及
び
助
成
金
額
を

決
定
し
ま
す
。 

選
考
の
結
果
は
、
決
定
後
速
や
か
に
申

請
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
（
四
月
下
旬

予
定
）。
な
お
、
選
考
結
果
の
理
由
等
に 

   

 
               

 

 

                               

  

関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
は
一
切
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。 

助
成
対
象
事
業
終
了
後
二
十
日
以
内

に
、
所
定
の｢

実
施
報
告
書｣

に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

事
業
報
告
書 

〇 

収
支
決
算
書 

〇 

支
出
を
確
認
で
き
る
領
収
書
の
写
し 

〇 

助
成
対
象
事
業
の
写
真
等
事
業
実

施
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料 

 十
月
九
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、

九
月
三
十
日
付
で
任
期
満
了
と
な
っ
た

助
成
金
審
査
会
審
査
員
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

【
助
成
金
審
査
会
審
査
員
】 

助
成
金
審
査
会
審
査
員
名
簿
（補
充
選

任
後
） 

・
学
識
経
験
者
（
専
門
審
査
員
） 

俵
谷 

好
一 

 

元 

開
平
小
校
長 

 
 
 
 
 

園 
 

佳
子  

御
霊
神
社
宮
司 

・
役 

員  

野
上 

俊
二 

 

会
計
理
事 

黒
石 

 

力   

審
査
理
事 

・
事
務
局
員 

宍
倉 

忠
夫   

事
務
局
長 

 

  

 

令
和
七
年
度
に
助
成
し
て
い
る
事
業

で
、す
で
に
実
施
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

も
の
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 「
お
り
ぞ
め
体
験
教
室
」 

 
 

       

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢
者
大

学
校
で
は
、い
き
い
き
教
室
の
こ
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、和
紙
を
小
さ
く
た
た
み
染

料
で
染
め
る
、「
お
り
ぞ
め
教
室
」
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化

や
、
こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

伝
え
る
こ
と
の
意
味
や
喜
び
、大
切
さ
を

学
び
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ 

   
  

な
げ
て
い
ま
す
。   

（
助
成
額
八
万
円
） 

「
地
域
で
集
う 

上
方
落
語
会
」 

愛
珠
会
で
は
、
地
域
住
民
が
、
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚

園
に
集
い
、
地
元
を
題
材
に
し
た
演
目
の

落
語
を
楽
し
み
、
継
承
さ
れ
て
い
る
文
化

と
笑
い
を
通
し
て
、
心
を
満
た
し
な
が
ら

地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
と
豊
か
な
感
性

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
落
語
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

国
に
お
け
る
屈
指
の
文
化
的
・
教
育
的

な
有
形
文
化
財
で
あ
る
愛
珠
幼
稚
園
を

会
場
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
愛
す
る
心

の
育
成
や
、
船
場
・
北
浜
・
淀
屋
橋
地
域

等
、
地
元
の
歴
史
や
文
化
を
通
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。    (

助
成
額
十
三
万
円) 

 

 

審
査
・
選
考 

助
成
金
審
査
会
審
査
員
が 

選
任
さ
れ
ま
し
た 

助
成
事
業
を
紹
介
し
ま
す 

申
請
時
提
出
書
類 

実

施

報

告 

地
域
文
化
事
業
助
成 



                            

  （４） 

      

正
月
の
行
事
は
、
時
代
や
地
域
な
ど
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
年
も
改
ま
り

新
年
を
迎
え
た
こ
と
で
も
あ
り
、
今
回
は

古
代
に
難
波
宮
で
お
こ
な
わ
れ
た
正
月

の
儀
式
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

元
日
朝
賀
の
儀
式
っ
て
な
に
？ 

 

難
波
宮
跡
は
大
阪
城
の
南
側
に
広
が

る
飛
鳥
、
奈
良
時
代
の
宮
殿
跡
で
あ
る
。 

昭
和
二
九
年
（一
九
五
四
）よ
り
発
掘
調

査
が
始
め
ら
れ
、
二
時
期
の
宮
殿
跡
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
前
期
難
波
宮

と
よ
ぶ
飛
鳥
時
代
の
宮
殿
は
、「
大
化
の

改
新
」
に
よ
る
新
た
な
政
治
を
お
こ
な
う

た
め
に
、
飛
鳥
か
ら
こ
の
地
に
都
を
移
し

建
設
さ
れ
た
難
波
長
柄
豊
碕
宮
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
時
の
政

府
が
ま
と
め
た
国
の
正
式
な
歴
史
書
で

あ
る
『
日
本
書
紀
』
に
、「
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
ほ
ど
立
派
で
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
は
例

の
な
い
壮
大
な
中
国
式
の
宮
殿
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

古
代
の
宮
殿
で
は
正
月
の
儀
式
と
し

て
、
元
日
朝
賀
の
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
宮
殿
の
中
心
部
に
朝
堂
院
と
よ
ぶ
通 

                   

   
 常

は
政
務
を
お
こ
な
う
区
画
が
あ
り
、
中

央
が
広
場
に
な
っ
て
い
た
。
国
家
的
行
事

や
儀
式
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
き
は
、

こ
こ
に
貴
族
、
官
僚
が
整
列
し
、
そ
の
北

側
に
あ
る
大
極
殿
と
い
う
最
も
格
式
の

高
い
建
物
に
天
皇
が
着
座
し
て
儀
式
は

執
り
行
わ
れ
た
。
元
日
朝
賀
は
天
皇
が
臣

下
か
ら
新
年
の
挨
拶
を
受
け
る
と
い
う

儀
式
で
あ
り
、
国
家
儀
式
の
な
か
で
最
も

重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
儀
式
を
お
こ
な
う
と
き
に
は
、
朝

堂
院
の
北
寄
り
の
と
こ
ろ
、
大
極
殿
と
の

境
に
七
本
の
幡
（は
た
、
の
ぼ
り
）が
建
て

ら
れ
て
、
儀
式
を
荘
厳
な
も
の
と
し
て
い

た
。
中
央
に
は
烏
形
（カ
ラ
ス
を
象
っ
た

も
の
）が
飾
ら
れ
、
そ
の
両
側
に
日
・
月

像
と
四
神
（青
龍
、
朱
雀
、
玄
武
、
白
虎
）

が
描
か
れ
た
幡
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
儀
式
は
、
中
国
で
は
古
く
漢
代
か
ら

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が

国
で
は
大
宝
元
年
（七
〇
一
）に
、
わ
が
国

の
古
代
国
家
の
制
度
が
整
っ
た
こ
と
を

祝
し
て
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に

は
儀
式
の
ス
タ
イ
ル
が
整
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。 

最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
難
波
宮
？ 

 

こ
の
儀
式
は
、
そ
れ
以
前
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
わ
が
国
の
正
月
儀
式
に
、
中
国

の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
形
が
で
き
あ
が

っ
た 

         

   

 っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ

う
な
形
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡
る
の
で
あ

ろ
う
か
。 

 

記
録
に
残
る
元
日
朝
賀
は
、『
日
本
書

紀
』
の
記
載
か
ら
、「
大
化
の
改
新
」
が

す
す
め
ら
れ
て
い
た
大
化
二
年
（六
四

六
）に
、
難
波
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
が
最

初
と
さ
れ
て
い
る
。
難
波
長
柄
豊
碕
宮
は

こ
の
時
建
設
中
で
あ
っ
た
と
お
も
わ 

れ
る
た
め
、
こ
の
時
の
儀
式
の
様
子
は
よ 

く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
数
年
後
に
完
成 

し
た
同
宮
殿
は
先
に
記
し
た 

よ
う
に
中
国
式
の
広
大
な
朝 

堂
院
の
広
場
を
備
え
た
わ
が 

国
で
最
初
の
宮
殿
で
あ
っ
た
。 

い
ろ
い
ろ
な
政
治
改
革
が
試 

み
ら
れ
た
時
で
あ
る
か
ら
、 

こ
こ
で
七
本
の
幡
を
立
て
た 

中
国
式
の
朝
賀
の
儀
式
が
最 

初
に
行
わ
れ
た
可
能
性
は
十 

分
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

発
掘
調
査
で
も
、
そ
の
可
能 

性
の
あ
る
幡
を
た
て
た
の
で 

は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
遺 

構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

史
跡
難
波
宮
跡
の
な
か
で 

阪
神
高
速
道
路
か
ら
北
側
の 

敷
地
は
公
園
整
備
が
お
こ
な 

わ
れ
、
昨
年
四
月
に
オ
ー
プ 

ン
し
た
。
こ
こ
に
天
皇
の
住 

      

   
 ま

い
で
あ
る
内
裏
正
殿
の
高
床
構
造
が

再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
に
立
つ
と
、

南
側
に
大
極
殿
と
朝
堂
院
の
空
間
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
。
解
説
板
に
朝
賀
の
儀

式
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
も
載
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
古
代

の
難
波
宮
の
お
正
月
に
思
い
を
は
せ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

                               

 

な

に
わ

な

が

ら

と

よ

さ

き

の
み
や 

ち
ょ
う
ど
う
い
ん 

難
波
宮
の
お
正
月 

 
―

 
難
波
宮
で
最
初
の  

 

中
国
式
朝
賀
の
儀
式
？ 

―
  

植 

木 
 

久 

元 

大
阪
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
保
護
課
長   

内裏正殿から阪神高速道路越しに南側の大極殿、 朝堂院を望む。 難波宮の遺跡を保存するために、阪神高速道路は 

高架式をやめて地上を通している。 

だ

い
ご

く

で

ん 


